
IT導入・DXを検討中の皆様へ

 IT導入補助金
（サービス等生産性向上IT導入支援事業）

新たにスタートする「デジタル化基盤導入類型」では、
インボイス制度（2023年10月開始）への対応も見据え

企業間取引のデジタル化を強力に推進します

ITで業務効率化・データ活用をしたい
インボイス制度への対応も進めたい

複数社で連携し、DX（デジタルトランスフォーメーション）を進めたい
IT導入補助金が生産性向上を後押しします！

令和元年度補正予算及び令和３年度補正予算で中小機構に措置

(※1)消費動向等分析経費のクラウド利用料は、１年分が補助対象となります。
(※2)交付の額が50万円超の場合の補助率は、当該交付の額のうち50万円以下の金額については3/4、

50万円超の金額については2/3。

通常枠 デジタル化基盤導入枠
A類型 B類型 デジタル化基盤導入類型 複数社連携IT導入類型

補助額
30万円
～

150万円
未満

150万円
～

450万円
以下

会計・受発注・
決済・ECソフト

PC・
タブレット等

レジ・
券売機等 (1)デジタル化基盤導入類型の

対象経費（左記同様）

(2)消費動向等分析経費
（上記(1)以外の経費）※１

50万円×参画事業者数
補助上限：
(1)+(2)で3,000万円

(3)事務費・専門家費
補助上限：200万円

５万円
～

50万円
以下

50万円超
～

350万円
～10万円 ～20万円

補助率 1/2以内 3/4以内 2/3以内
(※2) 1/2以内 (1)デジタル化基盤導入類型と同様

(2)・(3) 2/3以内

補助
対象
経費

ソフトウェア購入費、
クラウド利用料(最大
1年分)、導入関連費

ソフトウェア購入費、クラウド利用料(最大2年分)、導入関連費、
ハードウェア購入費



補助金
活用事例

事例①（通常枠：建設・土木業）

事例②（デジタル化基盤導入枠：食料品卸売業）

タイムカードによる勤怠管理のため、本社出勤後の現場移動、
帰社後の帰宅が必要であった。
「勤怠・労務管理ツール」の導入で出先からの打刻が可能となり、
残業時間が3割削減、人事担当の作業効率も大幅アップ！

インバウンド向け飲食店をメインターゲットとしていたが、コロナ禍で
売上が激減。「ECサイト」を構築し、一般消費者向けに機能性
食品の販売を開始。ゼロからのスタートで月商400万円を達成！

＜IT導入補助金2022の今後のスケジュール＞
公募開始：令和4年3月31日（木）
応募締切：通常枠・デジタル化基盤導入枠で異なります。

詳しくは、事務局ポータルサイトをご確認ください。
※応募締切については、申請状況を踏まえて設定予定です。
（制度内容、予定は変更する場合がございます。）

デジタル化
基盤導入枠

デジタル化基盤導入類型・複数社連携IT導入類型の創設
 補助率は最大３／４です。

 「デジタル化基盤導入類型」は、インボイス制度への対応も見
据え、会計・受発注・決済・ECソフトに加え、PC・タブレット・レ
ジ・券売機等のハードウェア導入費用も支援します。

 「複数社連携IT導入類型」は、複数の中小企業・小規模事
業者等が連携して地域DXの実現や生産性向上を図る取組
に対して、ITツール・ハードウェア導入費用に加え、効果的に連
携するためのコーディネート費・専門家謝金も支援します。

サービス等生産性向上
IT導入支援事業事務
局ポータルサイト


	スライド番号 1
	スライド番号 2

